
　
品
切
な
り
二
 
は
必

用
と

い
ふ
程
で
も
あ
る
ま

　
い
が
、

一
讀
す
れ
ば
参
考
と
な
る
三
 
は

『
畫

道

一
班
』
『
藝
苑
雑
稿
』
な
ど
可
な
ら
ん
◎
晩
秋

生
氏

へ
一
 

は
日
本
橋
金
港
堂
發

行
に
て
、
井

汲
氏
著
用
器
畫
法
第

二
よ
か
ら
ん
、
解
説
共

に

て
三
十
八
銭
と
覺
ゆ
二
　
は
無
論
水
彩
畫

三

は
專
門
家

に
な
る
人
に
は
木
炭
畫

の
み
敎
ゆ

 
 
 
 
讀

者

の

領

分

■『み
づ

ゑ
』
は
僕
等

の
や
う
な
初
學

の
讀
者
の

多

い
こ
と
と
思
ふ
、
何
卒
『
靜
物
寫
生

の
話
』
の

や
う
な
分
り
や
す

い
講
話
を
毎
號
載
せ
て
頂
き

　
た
し
(Y
T
生
)■

ミ
レ
ー
ス
ケ
ッ
チ
箱
用

の
油

繪
具
を
友
人
に
托
し

て
熊
野
屋

へ
注

丈

し

た

　ら
、

ス
ケ
ッ
チ
箱
を
送

つ
て
來
た
、

い
く
ら
交

　
捗
し
で
も
不
得
要
領
で
取
換

へ
て
く
れ
ぬ
、

不

都
合
だ
と
思
ふ
諸
君

の
注
意
た
め
に
(S
F
生
)

■少
數

な
る
方
々
と
確
實
な
る
肉
筆
葉
書
交
換

　
希
望
(米
澤
市
免
許
町
下

一
三
〇
八
)佐
藤
秋
湖

■
静
岡
附
近
の
諸
兄
姉
よ
、
位
置
、
風
光
、
共

に
天
與

の
當
地

に
洋
書
研
究
の
機
關
な
き
は
實

　
に
残
念
に
非
ず
や
、
研
究
の
不
便
は
勿
論
五
里

　
夢
中
の
諸
君
も
少
な
か
ら
ざ
ら
ん
、
せ

め
て

一

度
講
習
會
を
開
き
て
研
究
の
光
明
を
得
た
し
、

已
に
太
平
洋
白
馬
兩
會
諸
大
家

の
賛
助
を
得
洋

畫
に
誰

さ
ん
と
す

る
仁
も
あ
り
、
其
他
熱
心
な

る
研
究
家
の
爲
に
盡
力
を
惜
し
ま
ざ
る
仁
な
き

に
非
ず
、
｢意
氣
地
が
な

い
｣
の

一
語
は
先
輩

の

言
を
待

つ
に
堪

へ
ず
不
肖
な
が
ら
或

る
有
力
な

る
賛
助
を
得

て
敢
て
此
言
を
な
す
次
第
、

善
は

急
げ
同
感

の
諸
君

一
報

の
費
と
勢
と
を
惜
し

み

給

ふ
な
か
れ
、
(
安
倍
郡
大
谷
村
島
崎
清
)
■
『
み

づ
ゑ
』
寄
書

の
多
く
は
、
雜

誌
に
對
す
る
注
文

か
紀
行
文

で
、
其
文

も
目
と
足

の
事
が
多
く
、

大
切
の
畫

の
こ
と
が
少
な

い
、
本
文

に
も
も
つ

と
み
づ
ゑ
の
研
究
雜
誌

の
眞
を
登
録
し
て
ほ
し

い

(北
海
道
自
然
兒
)◎
寄
書

の
多
く
は
、紀
行

若
く
は
案
内
で
あ
る
が
こ
れ
は
随
分
有
益

と
思

ふ
か
ら
、
誇
張
さ
れ
な

い
し
眞

面
目
な
紀
行
や

土
地

の
案
内
は
歡
迎
す
る
。
次

に
本
文
も
講
義

録

の
や
う
に
講
話
ば
か
り
は
の
せ
ら
れ
ぬ
、
自

分
で
繪
を
か
ゝ
ず
、
中

の
繪
を
樂

し
ん
で
講
讀

せ
ら
る
方
も
随
分
澤
山
あ
る
の
で
、

そ
れ
等
の

人

々
は
、
繪

具
の
名
や
筆
遣

ひ
の
話
は
沒

交
捗

で
、
本
文
の
紀
行
な
ど
面
白
く
讀

ま
れ
る
と
の

事
で
あ
る
か
ら
編
輯
は
當
分
此
儘
で

や
る
積
り

■
岐
阜

の
中
西
氏
に
紀
念
號
の
御
禮
申
上
る
、

關
野
氏
の
御
親
切

の
謝
す
、

右
の
次
第
故
あ
し

か
ら
ず
。
兵
庫
縣
下
に
て
も

一
大
會
を
開
い

て

は
如
何
、
同
好
の
士
な
き
か
、
起

て
よ
自
然
の

兒
？

(
神
戸
B

生
)
■
前
號

口
繪

『
代
官
坂

』
は

氣

持

よ
が

い
、
『
し
け

』
は
感

じ
か
よ
く
出

て
ゐ

た
、

『
三
脚
物

語
』
は

面
白

い
、小

説
よ
讀

む

や

う
で

(
S
K
 
■
★

湯

(
ヌ
ル

ユ
)
温
泉
か
ら
袋

の

橋
を
渡

つ
て
約
十
丁
ゆ
く
と
、
紅
葉
を
も

つ
て

名
高

い
中
野
村
、
中
野
川
の
上
流

に
沿
ふ
て
ゆ

く

と
小
さ
な
石
橋

が
あ

る
、

左

の
山
道

に
か
ゝ

る
と
七
回
坂

が
見
え

る
、

表

面

に
聳

え

て
ゐ

る

の
は
黒
森
山
で
、
菜

食
で
有
名
な
禪
寺
が
あ
る

、
草
色
は
中
々
面
白

い
(藤
野
眞

一
)■
自
筆
水

彩
ハ
ガ
キ
の
交
換
を
乞
ふ

(
府
下
八
王
子
大
垣

六
七
平
塚
秀
吉
)
■
眞
面
目
な
る
自
筆
水
彩
繪

葉
書
交
換
希
望

(
廣
島
市
外
横
川
、
神
田
周
三
)

九
州

の
好
畫

家
に
つ
ぐ
。

一
月

一
回
位
相
會
し

て
互

に
研
究
し
水
彩
畫
會
支
部
を
設
け
て
年
一

回
大
下
先
生

の
出
張
を
願
ひ
た
き
も
の
な
り
賛

成
者
は
な
き
や
。
(
福
岡
畫
狂
生
)


